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まちびらきと同時約31ha汐留シオサイト

土地区画整理事業認可の約８
年前

約26ha大阪ビジネスパーク

（ＯＢＰ）

まちびらきの約５ヶ月前約6ha大阪アメニティパーク

（ＯＡＰ）

土地区画整理事業の都市計
画決定の約１年半前

約186haみなとみらい２１

土地区画整理事業の都市計
画決定の約１年前

約23ha神戸ハーバーランド

まちびらきの約３年前約11ha六本木ヒルズ

まちびらきの約1年半前約8ha東京ミッドタウン

ネーミングの時期区域面積地区名

①地域開発のネーミング事例



・２期開発の具体的なまち
のイメージは今後、形成さ
れるので、現段階ではイ
メージしにくい。

・２期開発の土地利用の方
向性を規定する恐れがある。

・全域をネーミングすること
で、一体的なまちづくりの方
向性を打ち出すことができ
る。

・先行開発区域と２期開発
区域の各々のナレッジ・
キャピタルのテーマを踏ま
えた全域としてのネーミン
グが可能。

全域（24 ㌶）

・先行開発区域の開発イ
メージにとらわれ、広がりの
ない名称になる恐れがある。

・北地区全体としての一体
性に欠ける恐れがある。

・まちの姿が見えており、名
称がイメージしやすい。

・先行開発区域と２期開発
区域ごとの特性を踏まえた
ネーミングが可能。

先行開発区
域（7 ㌶）

デメリットメリット

②ネーミングの対象区域



○対象区域について
先行開発区域（７ha)を対象とする
（但し選定された名称が、ふさわしいものであれば、
全域の名称とすることも考える ）

○実施方法について
・本協議会として名称の選定を行う
・その企画、実施の実務全般は関西経済連
合会・都市再生機構・大阪市の３者が担う

③今後の進め方


